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shift algorithm と Kalman filter を利用し、現フレームにおける注目物体の位置を推定する。
次に、その推定位置に前フレームでの閉曲線の収束結果を移動させ、動的輪郭モデルに基づく輪
郭追跡手法である level set methodsを用いて注目物体の輪郭を抽出する。本研究では、実画像系
列中の変形物体の輪郭追跡実験を行い、提案手法は従来手法に比べて少ない計算コストで輪郭を
抽出できることを示す。さらに、従来手法では輪郭追跡に失敗するようなフレーム間変位の大き
な物体の輪郭抽出にも対応できることを確認し、提案手法の有効性を示す。 
 
 
